
外装壁への施工

施工ガイド

●接着剤貼り
接着剤（変性シリコーン系・弾性接着剤）貼りは、裏足の無い製品の施工に適していま
す。平坦な下地に接着剤を3～5㎜のクシ目コテで塗布し、製品をしっかりともみ込むよ
うにたたき押さえて貼り付ける工法です。裏足のあるタイルを施工する場合、接着剤使
用量の増加や裏面の未転着、空隙の発生、接着強度の低下となる為、注意が必要です。

【施工】

弾性接着剤

躯体

下地材（モルタル、金ごて押さえ）
またはボード下地

タイル側接着剤
（両面塗布とする場合）

【完了】

1～1.5㎜

3～5㎜クシ目

躯体

●モザイクタイル貼り
モザイクタイルに適しています。下地にモルタルを塗り付け、ユニットタイルをたたき板
でたたいて貼り付ける工法です。施工効率が高く、採用率が高い工法です。圧着貼り同
様、貼付モルタルの塗り置き時間に十分注意してください。

【施工】

モザイク
タイルユニット

貼付モルタル

【完了】

25㎜以下
（下地＋貼付モルタル）

1～2㎜

躯体

下地モルタル（木ごて押さえ）

躯体

【完了】

25㎜以下

3～5㎜
4～6㎜

【施工】

下地側貼付モルタル

躯体 躯体

タイル

下地モルタル（木ごて押さえ）

タイル側
貼付モルタル

●改良圧着貼り
小口平から三丁掛程度のタイル施工に適しています。下地に貼付モルタルを塗り付ける
とともに、タイル裏面にも貼付モルタルを塗り付け、タイルを貼り付ける工法です。圧着
貼りの接着不良対策として開発された工法です。

●圧着貼り
小口平から二丁掛程度のタイル施工に適しています。下地に貼付モルタルを塗り付け、
タイル用ハンマーの柄などでタイルをたたき押さえて貼り付ける工法です。貼付モルタ
ル塗り付けからタイル貼りまでの（モルタルの）塗り置き時間が長くなると、接着力が低
下して剥離の原因となります。塗り置き時間には十分注意してください。

【施工】

タイル

下地モルタル（木ごて押さえ）

貼付モルタル

躯体

5～8㎜

【完了】

25㎜以下

2～4㎜
躯体

●密着貼り
小口平から三丁掛程度のタイル施工に適しています。下地に貼付モルタルを塗り付け、
専用の振動工具を用い、タイル面に振動を与えながら貼付モルタルにタイルをもみ込む
ように貼り付ける工法です。タイルを通してモルタルに振動を与える為、圧着貼りに比べ
てモルタルの塗り置き時間が長く取れるのが特徴です。

【施工】

躯体 タイル

貼付モルタル（2度塗り）

下地モルタル（木ごて押さえ）

5～8㎜

【完了】

目地深さ
（タイル厚の1/2以下）

25㎜以下

2～5㎜

躯体

※300角以上の大形タイルの施工は「大形タイルの施工・推奨工法」をご参照ください。
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